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１．はじめに 

電気事業における平成 17 年度の石炭灰発生量は全
体で 1,115万トンに達している 1)。その約 80％が主に
セメント・コンクリート分野で有効利用されているが、

その他は灰捨場に埋立て処分されている。しかしなが

ら、今後は大規模な灰捨場の確保が困難なことや、さ

らには 1991年に「再生資源の利用の促進に関する法
律」(通称リサイクル法)が制定され、石炭灰が指定副
産物に指定されたことから、これまで以上に石炭灰の

有効利用が必要となる。 
現在、異なる石炭火力発電所で副産されたフライア

ッシュ（以下｢FA｣と称す）は、発電所の規模、石炭
の燃焼温度および炭種（石炭の種類）などが異なり、

性能が異なることもある。また、同一の石炭火力発電

所で副産される FAであっても、採取時期が異なれば、
ボイラーの燃焼温度や燃焼させる炭種などが異なる

ため、FA の性能は異なると思われる。そのため、こ
れらを用いて作製されたコンクリートは、FA の混和
割合が同じであっても性能は異なると考えられる。 
上述の背景を踏まえて本研究では、異なる石炭火力

発電所で副産される FAまた採取時期が異なる FAを
用いて、混和割合の異なるコンクリートを作製し、流

動性および強度について評価した。 
 
２．実験概要 

 実験ケースを表1に示す。４箇所の石炭火力発電所

で副産された FAを用いた。すなわち、Ａ発電所、Ｂ
発電所、Ｃ発電所およびＤ発電所で副産された FAを
使用した。ここで４箇所の発電所全てで、JIS A 6201
に規定されている中品質にあたるⅡ種の FAが採取で
きた。一方、Ａ発電所では、高品質であるⅠ種および

低品質であるⅣ種も採取できた。また、Ａ発電所 FA
Ⅱ種、Ｃ発電所 FAおよびＤ発電所 FAの流動性は、
採取時期の異なるケースについても試験した。すなわ

ち、平成 18年秋に 4箇所の発電所から副産された 6
品種の FAを用いた 18ケース、平成 19年春に 3箇所 

の発電所から副産された 3品種のFAを用いた 9ケー
スおよび FA を混和しないケース(以下｢無混和｣と称
す)の計 28 ケースで実験を行った。なお、表２に FA
とセメントの比表面積および強熱減量を示す。表３に

コンクリートの配合を示す。 
 試験項目は、スランプ試験および圧縮強度試験であ

る。強度試験の材齢は 28日と 91日とした。 
 
３．実験結果および考察 

図１に発電所の違いおよび採取時期の違いがスラ

ンプに及ぼす影響を示す。採取時期の違うＨ18 年秋
とＨ19 年春を比較した場合、同一の発電所であって
も両者に相関性はみられず、採取時期の違いはスラン 

表１ 実験ケース 

 

 

 

 

 

 

表２ 結合材の比表面積と強熱減量 

 

 

 

 

 

 

  

表３ コンクリートの配合 
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プに影響を及ぼすと考えられる。また、FA 混和量が
増えるにつれ流動性は向上している。ここで、FA の
混和量が増えるにつれ流動性が向上した理由は、

１)FA の内割混和により単位セメント量が減少した
こと、２)FAの特長であるボールベアリング効果によ
るもの、と推察される。 
図２に品種の違いおよび採取時期がスランプに及

ぼす影響を示す。 
採取時期の違うＨ18年秋とＨ19年春では、Ⅰ種およ
びⅡ種ではFA混和量が増えるにつれスランプも向上
しており、Ⅱ種に比べてⅠ種の方が大きい。一方、ボ

ールベアリング効果が発揮されず、Ｈ18 年秋のⅣ種
では内割 30wt％で大きく低下しており、Ｈ19年春の
Ⅳ種では内割 20,30wt％でも大きく低下している。す
なわち、表２に示すとおり、Ⅱ種とⅣ種での品質の差

がⅠ種とⅡ種の品質の差よりも大きいため、スランプ

への影響も大きいと推察される。また、品種の違いお

よび採取時期の違いは、スランプに影響を及ぼさない

と考えられる。 
 図３に発電所の違いが圧縮強度に及ぼす影響を示

す。FA 混和量が増えるにつれ強度が低下している。
また、材齢 91日の同一配合における発電所の違いは、
約 7％である。 
図４に品種の違いが圧縮強度に及ぼす影響を示す。

FA 混和量が増えるにつれ強度は低下しており、Ⅰ種
とⅡ種に差はあまりない。それらと比較するとⅣ種も

FA 混和量が増えるにつれ緩やかに低下しており、強
度は劣っている。しかしながら、材齢 91日ではⅠ種、
Ⅱ種およびⅣ種において強度は同等となる。 

 
４．まとめ 

１）発電所の違い、採取時期および品種の違いが流動

性よりも品質の違いが影響を及ぼす。 
２）発電所の違いが材齢 91 日の強度特性に影響を及
ぼす。 
今後は、4箇所の発電所において、さらに異なる時
期に採取された FAを用いて、コンクリートの性能を
比較する。これにより、発電所および採取時期の違い

がコンクリートの性能に及ぼす影響を評価し、整理す

る。 
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   図１ 発電所の違いおよび採取時期の違いが 

スランプに及ぼす影響 
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図２ 品種の違いおよび採取時期の違いが 

スランプに及ぼす影響 
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図３ 発電所の違いが圧縮強度に及ぼす影響 
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図４ 品種の違いが圧縮強度に及ぼす影響 
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